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尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループ

[目 次]

1. 尾北地域渋滞対策ワーキンググループ ……   P.1

2. 優先整備区間の検討 …………………………   P.4

3. 道路構造の検討 …………………………   P.9

4. 結果概要 …………………………   P.14

5. 今後の進め方（案） …………………………   P.15

資料１



1. 尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループ
1-1 開催経緯

1

中京圏渋滞ボトルネック対策協議会
・渋滞関係データの共有、主要渋滞箇所（案） 等

Ｈ２４.６.２７

パブリックコメント
Ｈ２４.８.１０
～Ｈ２４．８．２４

中京圏渋滞ボトルネック対策協議会
・パブコメ等の結果を踏まえた箇所の提示

Ｈ２４.１２.２６

地域の主要渋滞箇所の選定Ｈ２５.１.２２

中京圏渋滞ボトルネック対策協議会
実施した渋滞対策の報告

Ｈ２６.３.２４

中京圏渋滞ボトルネック対策協議会
尾北地域の状況・今後の対策方針Ｈ２９.３.８

第１回 尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループ
交通状況の詳細分析、今後の進め方Ｈ２９.１２.２５

第2回 尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループ
優先整備区間、道路構造Ｈ３０.１１.３０
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中京圏渋滞ボトルネック対策協議会
（ H24.6設置 ）

東名阪道渋滞対策検討
ワーキンググループ
（ H28.10.7設置 ）

構成員：国土交通省中部地方整備局、中部運輸局、中部管区警察局、岐阜県警本部、
愛知県警本部、三重県警本部、岐阜県、愛知県、三重県、名古屋市、
中日本高速道路㈱、名古屋高速道路公社、愛知県道路公社、中部経済連合会、
岐阜県トラック協会、愛知県トラック協会、三重県トラック協会

構成員：中部地方整備局、三重県、三重県警察本部、
中日本高速道路㈱名古屋支社

尾北地域渋滞対策検討
ワーキンググループ
（ H29.12.25設置 ）

構成員：中部地方整備局、愛知県・岐阜県、名古屋市、
愛知県警本部、岐阜県警本部、名古屋高速道路、
中日本高速道路㈱名古屋支社

○国道22号の渋滞を解消する抜本的対策として、また愛知県と岐⾩県の更なる連携強化を図るため、愛知県と
岐⾩県に跨がる広域的な道路ネットワークを担う名岐道路の具体化に向けた検討を⾏う。

○このため、名岐道路の道路構造や整備⼿法を検討するためのワーキンググループを新たに設置する。

1. 尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループ
1-2 名岐道路の検討体制
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○国道22号及び周辺道路の交通状況の詳細分析・交通課題の共有

1. 尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループ

交通の集中

短、⻑トリップの混在

ネットワーク上の課題発⽣要因

交通容量の不⾜

連続する信号交差点

国道22号の課題発⽣要因

・旅⾏速度の低下

・⾼い死傷事故率

【周辺道路網】
・⼀宮市内の旅⾏速度低下

【名古屋⾼速】
・⼀宮東出⼝の旅⾏速度低下

国道22号の課題名古屋⾼速・周辺道路網の課題

『交通容量の拡⼤』 『信号交差点の回避・集約』 『利⽤交通の適正化』が必要

≪第１回 尾北地域渋滞対策検討WG（H29.12.25）≫

≪第２回 尾北地域渋滞対策検討WG（H30.11.30）≫
○交通課題を解決するための「優先整備区間」、「道路構造」、「中間IC」について検討

1-3 検討の流れ
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2. 優先整備区間の検討
2-1 信号交差点の連担

○国道22号の⼀宮市街地付近は、他の区間と⽐較して信号交差点が連担しており、慢性的に旅⾏速度の低下が発⽣。
（富⼠3交差点〜⻄島町5交差点区間では9箇所/3kmの信号交差点が集中）

国道22号における信号交差点 国道22号：⼀宮市街地（富⼠３〜⻄島町5）の交差点間距離

⾄

岐
⾩

⾄

名
古
屋

交差点：主要渋滞箇所

富⼠3 富⼠4 朝⽇2 朝⽇3 両郷町 常願通7 東島町 ⻄島町5中島通3

300m 290m 290m 390m 330m 430m 460m 480m

2,970m

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

ｋ
ｍ
あ
た
り
の
信
号
数

清洲JCT
〜富⼠3

富⼠3
〜⻄島町5

⻄島町5
〜岐南インター

1.4
1.1

3.0

国道22号平均：1.6箇所/㎞

国道22号の区間別㎞あたり信号数

一宮JCT

一宮木曽川IC

岐阜各務原IC

一宮西IC

尾西IC

一宮IC

清洲JCT

小牧IC

楠JCT

笠松町

各務原市

江南市

一宮市

岩倉市

北名古屋市

稲沢市

清須市

羽島市

名古屋市

岐阜市

扶桑町

大口町

小牧市

岐南町

木曽川

22

155

21

155

155

21

155

41

22

302

地
域
⾼
規
格
道
路

名
岐
道
路

計
画
路
線

三ツ井

下浅野

浅野

富⼠3
富⼠4
朝⽇2
朝⽇3
両郷町

東島町
中島通3
⻄島町5

⼤⽑⻄

⾼⽥⻄

常願通7

島崎1
外崎

⼀宮⽊曽川インター北
⿊⽥⻄⽯原

北⽅狐塚

北⽅町

伏屋

岐南インター

伝法寺

五⽇市場

中之郷

中之郷南

下之郷

朝⽇

⾚字交差点：主要渋滞箇所

信号交差点連続区間
（９箇所／３km）

国道22号（⼀宮市街地付近）において、信号交差点が
連担しており速度低下が発⽣
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2. 優先整備区間の検討
2-2 交通量・トリップの混在・集中

 優先整備区間の検討

信号交差点連続区間

三ツ井 下浅野 富⼠３ 朝⽇２
中島通３

⻄島町５ ⿊⽥⻄
⽯原

岐南インター両郷町
常願通７

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

⼤⽑⻄

⼀宮
ＩＣ

名
神
⾼
速
道
路

⼀宮
⽊曽川
ＩＣ

北⽅町 伏屋
愛知県・
岐⾩県境

⼀宮中
⼊⼝

外崎
浅野

富⼠４ 朝⽇３
⾼⽥⻄ 北⽅狐塚東島町

21⼀宮東
出⼝

⼀宮東
⼊⼝

島崎1

155

155
⽊
曽
川

【旅⾏速度】
7時台[平⽇]

80[km/h]
60[km/h]
40[km/h]
20[km/h]
0[km/h]
80[km/h]
60[km/h]
40[km/h]
20[km/h]
0[km/h]

【下り⽅向】

【上り⽅向】

【速度低下区間】
約1.5[km]

【速度低下区間】 約3.0[km]
【出典】
ETC2.0データ
（H30年3⽉)

20[km/h]未満
20[km/h]以上

富⼠3交差点周辺において、上り⽅向・下り⽅向ともに速度低下が発⽣

⼀宮⽊曽川
インター北

○国道22号の⼀宮市街地付近は、通過交通と沿線地域から発⽣・集中する交通が多いため、朝⼣ピーク時間帯に上
下線において、旅⾏速度の著しい低下が発⽣。

○特に、下りでは⼀宮東出⼝付近からの流出、上りは⼀宮中⼊⼝付近からの流⼊交通と国道22号の交通が混在する
ことで、速度低下が著しい。

【旅⾏速度】
18時台[平⽇]

80[km/h]
60[km/h]
40[km/h]
20[km/h]
0[km/h]
80[km/h]
60[km/h]
40[km/h]
20[km/h]
0[km/h]

【下り⽅向】

【上り⽅向】
【速度低下区間】
約1.5[km]

【速度低下区間】 約2.5[km]

富⼠3交差点周辺において、上り⽅向・下り⽅向ともに速度低下が発⽣

【速度低下区間】
約1.0[km]

【出典】
ETC2.0データ
（H30年3⽉)

20[km/h]未満
20[km/h]以上

【交通量】
24時間交通量

【出典】
H27年道路交通センサス

050,000台
075,000台

025,000台

100,000台

断⾯交通量：6万台以上

54,600台 53,100台61,600台 64,400台 60,100台 50,100台

07,600台 09,300台 09,200台
45,500台
09,100台

44,100台
09,000台

41,900台
08,200台

54,000台 55,100台 50,900台

⼩型⾞ ⼤型⾞ 交通容量

【速度低下区間】
約0.5[km]
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2. 優先整備区間の検討
2-3 死傷事故率

○国道22号の⼀宮市街地付近は、他の区間に⽐べて、死傷事故率が⾼く、渋滞による速度低下を起因とした
追突事故割合が⾼い。

国道22号：事故発⽣状況

出典：ITARDAデータ（H25〜H28）

：100未満

単位：件/年・億台キロ

凡 例
死傷事故率（交差点部）

：100〜200
：200〜300
：300〜400
：400以上

⼀宮⽊曽川インター北

⼤⽑⻄

⾼⽥⻄

⻄島町5丁⽬
中島通3丁⽬
東島町
常願通7丁⽬
両郷町
朝⽇3丁⽬
朝⽇2丁⽬
富⼠4丁⽬
富⼠3丁⽬

⿊⽥⻄⽯原

北⽅町

伏屋

岐南インター

⼀
宮
中
⼊
⼝
〜
富
⼠
３

富
⼠
３
〜
朝
⽇
２

朝
⽇
２
〜
両
郷
町

両
郷
町
〜
常
願
通
７

常
願
通
７
〜
中
島
通
３

中
島
通
３
〜
⻄
島
町
５

⻄
島
町
５
〜
⼀
宮
⽊
曽
川
Ｉ
Ｃ

⼀
宮
⽊
曽
川
Ｉ
Ｃ
〜
⼤
⽑
⻄

⼤
⽑
⻄

〜
⼀
宮
⽊
曽
川
イ
ン
タ

北

⼀
宮
⽊
曽
川
イ
ン
タ

北

〜
⿊
⽥
⻄
⽯
原

⿊
⽥
⻄
⽯
原
〜
北
⽅
町

北
⽅
町
〜
愛
知
・
岐
⾩
県
境

愛
知
・
岐
⾩
県
境

〜
岐
南
・
笠
松
町
境

岐
南
・
笠
松
町
境
〜
伏
屋

伏
屋
〜
岐
南
イ
ン
タ

出典：ITARDAデータ（H25〜H28）

愛知県直轄国道平均：150件/年・億台㎞

⼀
宮
⽊
曽
川
Ｉ
Ｃ

※センサス区間単位集計

国道22号における死傷事故率

国道22号における事故類型（⼀宮中⼊⼝〜岐南インター）

出典：ITARDAデータ（H25〜H28）

⾞両相互：追突
593件[79%]

⾞両相互：出会い頭
21件[3%]

⾞両相互：右折
51件[7%]

⾞両相互：左折
20件[3%]

⾞両相互：その他
43件[6%]

その他 23件[3%]



○国道22号の交通課題の状況を踏まえ、富⼠3交差点〜⼀宮⽊曽川IC区間を優先整備区間とする。

＜信号交差点の連担＞
・他の区間と⽐較して、信号交差点が連担しており、慢性的に旅⾏速度の低下が発⽣。
（富⼠3交差点〜⻄島町5交差点区間では9箇所/3kmの信号交差点が集中）

＜交通量・トリップの混在・集中＞
・他の区間と⽐較して、上下線の朝⼣ピーク時間帯における旅⾏速度の低下が著しい。
・通過交通と沿線地域から発⽣・集中する交通が混在。

＜死傷事故率＞
・他の区間と⽐較して、死傷事故率が⾼く、渋滞による速度低下を起因とした追突事故割合が⾼い。

7

2. 優先整備区間の検討
2-4 優先整備区間（案）

《優先整備区間（案）》

優先整備区間

三ツ井 下浅野 富⼠３ 朝⽇２
中島通３

⻄島町５ ⿊⽥⻄
⽯原

岐南インター両郷町
常願通７

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

⼤⽑⻄

⼀宮
ＩＣ

名
神
⾼
速
道
路

⼀宮
⽊曽川
ＩＣ

北⽅町 伏屋
愛知県・
岐⾩県境

⼀宮中
⼊⼝

外崎
浅野

富⼠４ 朝⽇３
⾼⽥⻄ 北⽅狐塚東島町

21⼀宮東
出⼝

⼀宮東
⼊⼝

島崎1

155

155
⽊
曽
川

⼀宮⽊曽川
インター北
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○⼀宮⽊曽川IC以北の国道22号についても、将来的には交通量が交通容量を超過する⾒込み。
○当該区間については、優先整備区間開通後の国道22号の交通状況を踏まえつつ、整備に向けた検討が必要。

一宮JCT

一宮木曽川IC

岐阜各務原IC

一宮西IC

尾西IC

一宮IC

笠松町

一宮市

羽島市

岐阜市 岐南町

木曽川

22

21

155

155

21

三ツ井

下浅野

浅野

富⼠3
富⼠4
朝⽇2
朝⽇3
両郷町

東島町
中島通3
⻄島町5

⼤⽑⻄

⾼⽥⻄

常願通7

島崎1
外崎

⼀宮⽊曽川インター北
⿊⽥⻄⽯原

北⽅狐塚

北⽅町

伏屋

岐南インター

優先整備区間
（富⼠3交差点〜⼀宮⽊曽川IC）

 国道22号の交通量（⼀宮⽊曽川IC〜岐南インター交差点：平均交通量）

現況

交
通
量

将来（専⽤部整備後）

現況交通量：H27全国道路・街路情勢調査 ⼀般交通量調査結果

将来的に国道２２号（⼀宮⽊曽川IC〜岐南インター）
の交通量の増加が⾒込まれる

 国道22号

：主要渋滞箇所

地
域
⾼
規
格
道
路

名
岐
道
路

計
画
路
線

将来交通量：H22センサスベースH42推計結果

交通容量

※優先整備区間を整備した場合
※交通容量は、三ツ井交差点〜岐南インター交差点の平均

2. 優先整備区間の検討
2-5 岐⾩県側の整備の必要性
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3. 道路構造の検討
3-1 整備形態の⽐較
 整備形態の⽐較
整備
形態 標準断⾯図 整備イメージ メリット デメリット 評価

平⾯
8⾞線

•国道22号の交通容量が拡⼤
•事業費が最も安価
•既存⽤地内で施⼯可能
•施⼯時の交通規制が短期間

•信号交差点連続区間を回避す
ることができない

•短・⻑トリップ交通の混在は解
消されない

△
【課題発⽣要因】

部分
⽴体

•信号交差点を⼀部回避
•事業費が2番⽬に安価
•概ね既存⽤地内で施⼯可能
•施⼯時の交通規制は部分的

•交通容量は拡⼤しない
•国道22号の信号交差点が残
存する箇所にて新たに渋滞が発
⽣

•短・⻑トリップ交通の混在は解
消されない △

【課題発⽣要因】

専⽤部
整備

•国道22号の交通容量が拡⼤
•信号交差点連続区間を回避
•専⽤部に通過交通等が転換す
ることで短・⻑トリップを分離
（利⽤交通の適正化）

•概ね既存⽤地内で施⼯可能

•事業費が最も⾼い
•施⼯時の交通規制が⻑期間

○
【課題発⽣要因】

⼀
宮
Ｉ
Ｃ

国道22号

専⽤部整備

⼀
宮
東
⼊
⼝

⼀
宮
東
出
⼝

⼀
宮
中
⼊
⼝

国道２２号

（平面部）（平面部）

国道２２号
（立体部）

専用部

一般部
（国道２２号）

一般部
（国道２２号）

（現況）

（８車線化）

国道２２号 側道側道

⼀
宮
Ｉ
Ｃ

国道22号

名
神
⾼
速
道
路

平⾯8⾞線化

⼀
宮
東
⼊
⼝

⼀
宮
東
出
⼝

⼀
宮
中
⼊
⼝

⼀
宮
⽊
曽
川
Ｉ
Ｃ

⼀
宮
Ｉ
Ｃ

国道22号

部分⽴体化 部分⽴体化⼀
宮
東
⼊
⼝

⼀
宮
東
出
⼝

⼀
宮
中
⼊
⼝

名
神
⾼
速
道
路

名
神
⾼
速
道
路

⼀
宮
⽊
曽
川
Ｉ
Ｃ

短、⻑トリップの混在交通容量の不⾜ 連続する信号交差点
⇒残存⇒解消 ⇒残存

短、⻑トリップの混在交通容量の不⾜ 連続する信号交差点
⇒残存⇒残存 ⇒⼀部回避

短、⻑トリップの混在交通容量の不⾜ 連続する信号交差点
⇒解消⇒解消 ⇒回避

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

⼀
宮
⽊
曽
川
Ｉ
Ｃ

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道
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 中間ICの必要性

3-2 中間ICの配置（必要性）
3. 道路構造の検討

⼀宮⽊曽川IC

⼀宮JCT

⼀宮IC

⼀
宮
東
出
⼝

⼀
宮
中
⼊
⼝

⾄

岐
⾩

⾄

名
古
屋

名
神
⾼
速

⼀宮市街地

交差点 ：主要渋滞箇所

浅野 富⼠3 富⼠4 朝⽇2 朝⽇3 常願通7 東島町 ⻄島町5中島通3 ⾼⽥⻄両郷町

専⽤部検討区間

○国道22号については、⼀宮市街地などの沿線地域から発⽣・集中する交通の専⽤部への転換を促進するため、中間
ICの設置が必要。

○中間ICの設置により、⼀宮市周辺地域から発⽣・集中する専⽤部の利⽤交通量が増加

中間ICの設置により、⼀宮市周辺地域から発⽣・集中する専⽤部の利⽤交通量が増加

国道22号を通過する交通の流れ
⼀宮市街地から国道22号にアクセスする主な交通の流れ
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3-3 中間ICの配置（検討区間）

 中間IC 【IC配置検討箇所】  中間IC設置位置における交通需要

⻄島町5丁⽬

中島通3丁⽬

常願通7丁⽬

朝⽇2丁⽬

両郷町

⼀宮⽊曽川IC

：IC配置検討箇所

⼀宮中⼊⼝

⼀宮東

⼀宮IC

上り

下り

両郷町付近にICを設置した
場合が最も交通量が多い

名古屋⽅⾯ ： 上り（⼊⼝ランプ）、下り（出⼝ランプ）
岐 ⾩⽅⾯ ： 上り（出⼝ランプ）、下り（⼊⼝ランプ）

専⽤部の平均交通量
（優先整備区間）

3. 道路構造の検討

朝⽇2丁⽬ 両郷町 常願通7丁⽬ 中島通3丁⽬ ⻄島町5丁⽬

○将来における交通需要の観点から、中間ICは、両郷町交差点付近への設置が最適。
○⽅⾯別にみると、名古屋⽅⾯（上り：⼊⼝、下り：出⼝）の需要が多い。

N

※H22センサスベースH42推計結果
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3-3 中間ICの配置（交差点交通量）

 国道22号及び交差道路の交通量

3. 道路構造の検討

東海北陸道
⼀宮⽊曽川ＩＣ

上り（名古屋⽅⾯）

⾄

岐
⾩

⼀宮市街地

26
29

1
29

37
9

014
25

24
20

09
14

25
35

8
41

1
47

47
29

17
18

87
12

13
28

5
23

名⾼速
⼀宮中⼊⼝

014
26

14
18

18
56

5
42

19
⾄

名
古
屋

2022 1825 16 18 17 18 17

下
浅
野

浅
野

⾼
⽥
⻄

東海北陸道
⼀宮⽊曽川ＩＣ

⾄

岐
⾩

⾄

名
古
屋

⼀宮市街地

名⾼速
⼀宮東出⼝

下り（岐⾩⽅⾯）

911
28

19
23

富
⼠
３

1
29

13
29

富
⼠
４

60
25

30
9

朝
⽇
２

114
41

127
35

朝
⽇
３

12
14

10
20

両
郷
町

27
29

2
47

常
願
通
７

4

東
島
町

52
12

44
18

中
島
通
３

126
42

5
56

⻄
島
町
５

122
18

08
26

19 18 20 19 18 16 18 18 17 16

【出典】：実態調査データ
交通量調査：7〜8時（国道・県道:H28年11⽉8⽇⽕、市道:H24年11⽉21⽇⽔）

下
浅
野

浅
野

⾼
⽥
⻄

富
⼠
３

富
⼠
４

朝
⽇
２

朝
⽇
３

両
郷
町

東
島
町

中
島
通
３

⻄
島
町
５

常
願
通
７

交通量：上り⽅向 （1時間）

交通量：下り⽅向 （1時間）

○国道22号に流出⼊する交通が多い交差点は、両郷町交差点付近。
○名古屋⽅⾯の需要が多い両郷町交差点付近への中間ICの設置が望ましい。

主要渋滞箇所

凡 例

：15⼗台/時以上
：15⼗台/時未満

【交通量】 《単位》 ⼗台/時

：百台/時

22

2022

24

26

18 15

22

23 15

1619

18
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3-4 道路構造（案） まとめ
3. 道路構造の検討

○道路構造は｢専⽤部整備｣とし、両郷町、常願通７交差点付近に中間ICを設置する。

《道路構造（案）》

⾄

名
古
屋
市

⾄

岐
⾩
市

⾼
⽥
⻄

下
浅
野

浅
野

富
⼠
3

富
⼠
4

朝
⽇
2

朝
⽇
3

両
郷
町

常
願
通
7

東
島
町

中
島
通
3

⻄
島
町
5

⼀宮東出⼝

⼀宮中⼊⼝

東
海
北
陸
⾃
動
⾞
道

下り

上り

両郷町、常願通７交差点付近に
中間ICを設置

⼀宮⽊曽川
IC
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4. 結果概要

○尾北地域の交通状況、交通課題を踏まえ、名岐道路の「優先整備区間〔案〕」、「道路構造〔案〕」を検討。
○優先整備区間〔案〕は、富⼠３交差点〜⼀宮⽊曽川ICに設定。
○道路構造〔案〕は、国道２２号の専⽤部整備（⾼架構造）とし、中間ICは両郷町、常願通７交差点付近に設定。

N

21

⼀宮IC

155

155

⾄

⼤
阪

⾄

東
京

⼀宮市

岐⾩市

22

愛知県

岐阜県

⾄ 富⼭

⾄ 名古屋22

⼀宮⽊曽川IC

BP

155

⾼規格道路

⼀般国道

その他の道路

主要渋滞箇所

４車線以上 ２車線

⼀宮中⼊⼝

両郷町交差点

常願通7交差点

優先整備区間
（富⼠3交差点〜⼀宮⽊曽川IC）

中間IC
（両郷町、常願通7交差点付近）

富⼠３交差点

地
域
⾼
規
格
道
路

名
岐
道
路

計
画
路
線

⼀宮JCT
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5.今後の進め⽅（案）

○名岐道路の優先整備区間について、計画段階評価⼿続きに着⼿し、地域の意⾒も踏まえながら、ルート・構造を
決定。

概略ルート・構造（計画段階評価）に移行

第１回 尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループ

【H29.12.25】

○交通状況の詳細分析 等
（議事）

第２回 尾北地域渋滞対策検討ワーキンググループ

【今回】

○優先整備区間、道路構造 等
（議事）
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